
アンコンシャスバイアス講座 【東広島市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ２０５ 千円

交付金額 ６２ 千円

事業番号 1

本市の産業別就業者は、第3次産業が約63％、第2次産業が約30%と、
広島県全体と比較して第3次産業の割合がやや低く、第2次産業の割
合がやや高い状況となっている。一方、女性の就業率は令和2年度と
平成22年度を比較すると、結婚して子どもができてからも働く女性が増
加し、子育て世代に就業率が一旦下げる「M字カーブ」から緩やかな

「台形」にシフトしつつある。しかしながら、審議会委員に占める女性委
員の割合は30%前後、女性管理職の割合は25％前後と、未だに改善
の余地がある。

アンコンシャスバイアスに気付き向き合うことの普及・促進のための講
座を開催する。講座終了後、参加者へ対してアンケート調査を行い、
講座内容や開催方法について検討し、次年度以降の講座内容の参考
材料とする。

参加者へのフォローアップやコミュニティ形成の手段として、本市の人
材登録制度である、きらきらバンク（女性参画者情報登録制度）への登
録を促し、登録者の情報把握や、市からの情報提供に努めるほか、登
録者同士の情報交換の場の提供、講座の講師や審議会委員就任の
依頼へつなげる。

計２回実施し、１回目を講座「それって思い込み？～歌って！しゃべっ
て！ウェルビーイング！～」、２回目をシンポジウム形式で、「多様な働
き方応援シンポジウム～一人ひとりが主役の社会」として実施。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

女性が活躍しやすい
と感じている市民の割
合（偏差値）

52
（アウトカム）

56.4
（R8年3月
時点）

108％

事業
KPI

参加者満足度
100%
（アウトプッ
ト）

100%
（R8年3月
時点）

100％

東広島市教育委員会・地域センター・広島大学・広島県男女共同参画
財団（エソール広島）

講座の満足度は１００％。シンポジウムは、講演会について「とても分かり
やすかった」「分かりやすかった」が合計で８９％、パネルディスカッションに
ついて「とてもよかった」「よかった」が合計で９７％と、いずれも高い評価を
得た。

引き続き、魅力のある講座を展開していくほか、他部署、他団体との連携を
密にし、講座の周知・PRを図り、参加人数の増加に向けて努力する。



事業の概要

アンコンシャス・バイアス講座

１ 目的

幅広い世代を対象として、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）を解消し、誰もがその個性や能力を十分には発揮
することができる社会を目指し講座を実施するものである。

２ 日時／場所 １０月４日（土）1４:０0～1５:３0／三ツ城地域センター（下見福
祉会館）

３ 参加者 ２１人

４ 内容
それって思い込み？
～歌って！しゃべって！ウェルビーイング！～

現役の市社会教育指導員を講師として、話や歌を通し、無意識の思い込み（ア
ンコンシャス・バイアス）の解消、ウェルビーイングについて参加者とともに考え
ていきました。（資料は別紙参照。配付はしていない。）

昭和と令和を比較しながら、「常識は変わる」という視点で互いの違いを認め合
い、 懐かしい歌も交えつつ、楽しく学ぶ時間となりました。

５ 講師
東広島市（生涯学習課） 社会教育指導員 岡田良二さん

６ 結果
参加者が60代から70代の男女が多数を占めていた。参加者のターゲットとして

高齢層を想定していたことから、講師の選定は適切であった。社会教育指導員
が講師ということもあり、事業団職員や地域センター職員も参加し、連携した事
業となった。講座について広報に掲載し、ターゲット層から人気のある講師で
あったが、申込数が大きく伸びなかった。



事業の概要

女性活躍講演会「多様な働き方応援シンポジウム～一人ひとりが主役の社会へ～」（1/2）

１ 目的

誰もが自分らしく、生きがいをもって活躍できる社会の実現を目指して、働きやすい職場づくりの促進や活躍したい人への支援、アンコンシャス・バ
イアスの解消などの取り組みを推進するにあたり、自分が理想とする働き方や自己実現できる環境について、市民や企業の皆さんととも考えるシ
ンポジウムを開催するものである。

２ 開催日時／テーマ
（１）日 時 令和７年１２月２０日（土）１３：３０～１５：３０（１３：００開場）
（２）会 場 広島大学ミライクリエ 多目的スペース
（３）主 催 等 主催：東広島市、後援：広島大学
（４）対 象 者 これから就職活動が始まる学生、一旦離職して再就職を考えている人、創業、起業、社会問題のビジネス解決など新たなチャレンジ
を目指す人
（５）定  員 現地100人（託児あり）、オンライン（動画同時配信）100人
（６）プログラム
①基調講演
テーマ 「国際社会から見た日本の男女共同参画の現状と課題」
登壇者 坂田桐子(さかたきりこ)さん（広島大学教授・東広島市男女共同参画推進審議会会長）

②パネルディスカッション
テーマ  「多様な働き方を実現できる社会とは」

内 容 多様な働き方支援に積極的に取り組む市内外の企業の取組事例や、新たなビジネスを創出する人材育成事業などを通じて、多様な働き
方の実現に向けた意見交換を行う。
登壇者
・坂田桐子さん（モデレーター）
・木下麻子（きのしたあさこ）さん（ひろぎんホールディングス 執行役員 サステナビリティ統括部長）
・羽原忠宏（はばらただひろ）さん（株式会社日興ホーム 常務取締役 広島支社長）
・今井恭子（いまいきょうこ）さん（東広島イノベーションラボ ミライノ⁺ナビゲーター）
・佐竹幸乃（さたけゆきの）さん（広島大学教育学部３年）
・森本士温（もりもとしおん）さん（広島大学総合科学部３年）



事業の概要

３ 参加者数

４ まとめ（感想）

アンケート結果から、第一部の基調講演、第二部のパネルディスカッションとも参加
者の満足度は高く、「本シンポジウムを通じて男女共同参画や多様な働き方応援への
理解が深まりましたか」の問いに対しても、「とても思う」「思う」合計で94％となった。

時間に限りがあったため、参加者の感想には、「もっと企業の方の話を聞きたかっ
た」、「パネルディスカッションの時間がもっとあれば」との声もあった。

この度のシンポジウムは初めての試みであったが、後援された広島大学をはじめ、
坂田先生、パネリストのみなさん、環境先進都市推進課、産業振興課、広島大学TGO、
エソールなど多くの方々の協力により、実施ができたことに感謝したい。

５ 課題
ZOOMを用いたイベントは初であり、事前に2回ほどミライクリエに出向いてテストをした

ことにより、大きなトラブルはなかったが、プログラムの休憩後に再開するときに音声
がオフになっていて、ZOOM視聴者からの指摘によってオンにしたことがあった。（１～
２分程度音声が聞こえていない状態になった）

また、進行に支障はなかったが、モデレーターが使用するパソコンの操作が一定時間
なかったため、スリープ状態となり、再度使用しようとするときにパスワードを求められ
た（坂田先生より指摘）ため、事前に確認、伝達すべきであった。
会場が西条駅周辺から離れているため、行きにくいという声があった。

場所 参加者 託児

会場 40 3

オンライン（ＺＯＯＭ） 4 -

合計 44 3

女性活躍講演会「多様な働き方応援シンポジウム～一人ひとりが主役の社会へ～」（2/2）
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